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 第４章では、下水処理場に設置したパイロットスケールの SAT リアクターを用いて、
比較的短い滞留時間(約 28 日間)を想定した SAT のウイルス除去・不活化能を評価して
いる。ここでは、定量 PCR 法によるウイルス全粒子濃度の把握により除去能のみを評価
し、ICC-PCR 法による感染性ウイルス粒子濃度の把握により除去・不活化能を統合して
評価している。その結果、SAT によるウイルス除去能はアデノウイルスで平均 0.72 log10、
ロタウイルスで平均 0.15 log10となり、第３章の回分式試験の結果と同様でアデノウイ
ルスの方が SAT による除去性が高いことを示した。また、除去・不活化能の総合評価で
はアデノウイルスで 1.28-2.03log10、ロタウイルスで 0.43-0.96log10となり、SAT 中の






















































本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 28 年 7 月
27 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学
位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
 
 
